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で
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い

　

う

　

意

味

　

に

　

使

　

わ

　

れ
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よ

　

う

　

に

　

な

　

っ

　

た

｡

池

　

田

　

氏

　

の

　

｢

　

も

　

の

　

の

　

け

　

の

　

語

　

義

　

｣

　

を

　

見

　

る

　

と

､

｢

　

も

　

の

　

の

　

け

　

｣

の

　

意

　

味

　

に

　

変

　

化

　

が

　

あ

　

る

　

こ

　

と

　

が

　

窺

　

え

　

る

｡
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初

　

は

'

　

怨

　

霊
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起

　

こ

　

す

　

病

　

気

　

の

　

こ

　

と

　

を

　

｢

　

も

　

の

　

の

　

け

　

｣

　

と

　

言
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た
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'

　

怨

　

霊
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の

　

も

　

の

　

を

　

｢

　

も
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の

　

け

　

｣
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う
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う

　

に

　

な

　

っ

　

た

　

と

　

述

　

べ

て

　

い

　

る

｡

ま

　

た

､

　

折

　

口

　

信

　

夫

　

氏

　

は

　

｢

　

も

　

の

　

の

　

け

　

｣

　

は

　

｢

　

怨

　

霊

　

｣

　

で

　

あ

る

　

と

　

言

　

い

　

な

　

が

　

ら

､

　

次

　

の

　

よ

　

う

　

に

　

述

　

べ

　

て

　

い

　

る

　

o

ゝ

け
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ノ
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咲
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た
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精
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人

　

の

　

鼻

　

に

　

這

　

入

　

っ

　

た

　

為

　

に

　

お

　

こ

　

る

　

わ

　

ず

　

ら

　

ひ

　

が

､

霊

　

之

　

疾

　

で

　

あ

　

る

｡

　

後

　

に

　

は

　

霊

　

疾

　

の

　

元

　

を

　

な

　

す

　

霊

　

魂

　

異

　

物

を

'

　

ぢ

　

か

　

に

　

も

　

の

　

ゝ

　

け

　

と

　

ば

　

か

　

り

　

言

　

ふ

　

様

　

に

　

な

　

り

､

　

そ

れ

　

を

　

人

　

間
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霊
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｡
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莱
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霊
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異
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と

　

し
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反
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し

　

た

　

結
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生

　

ず

　

る

　

病

　

気

　

を

　

｢

　

も

　

の

　

の

　

け

　

｣

と

　

言

　

い

､

　

｢

　

霊

　

の

　

疾

　

｣

　

と

　

い

　

う

　

漢

　

字

　

に

　

あ

　

て

　

て

　

い

　

る

｡

　

元

　

々

病

　

気

　

の

　

こ

　

と

　

を

　

指

　

し

　

た

　

｢

　

も

　

の

　

の

　

け

　

｣
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語

　

が

'

　

後

　

に

　

な

　

っ

て

　

病

　

気

　

を

　

起

　

こ

　

す

　

霊

　

魂

　

そ

　

の

　

も

　

の

　

を

　

｢

　

も

　

の

　

の

　

け

　

｣

　

と

　

言

　

い

､
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霊

　

魂

　

を

　

人

　

間

　

の

　

霊

　

だ

　

と

　

考

　

え
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の

　

だ

　

と

　

解

　

釈

　

し

　

て

　

い

　

る

｡

ま

　

た

　

へ
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文
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'
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し

　

げ

　

な

　

威
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を

　

も

　

つ

　

霊
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で

　

す

｡

　

動

　

植
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､

　

器

　

物

　

な

　

ど

　

で

　

不

　

可

　

思
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な

　

霊

　

威

　

を

　

み

　

せ
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も
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が

　

あ

　

れ

　

ば

､

　

そ

　

れ

　

が

　

モ

　

ノ

　

で

す

｡

　

ケ

　

は

　

モ
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つ

　

精
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霊

　

威

　

で
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り

､
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た
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モ

　

ノ

　

の

　

も

　

た

　

ら

　

す

　

疾

　

患

　

で

　

す

｡

　

や

　

が

　

て

　

は

　

怪

　

異

　

を

　

現

　

じ

､

人

　

を

　

疾

　

ま

　

せ

　

る

　

霊

　

格

　

そ

　

の

　

も

　

の

　

を

　

物
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と

　

言

　

う

　

よ

　

う

　

に

な

　

り

　

ま

　

し

　

た

｡

以

　

上

　

の

　

よ

　

う

　

に

､

　

池

　

田

　

氏

　

や

　

折

　

口

　

氏

､

　

三

　

苫

　

氏

　

が

　

言

　

う

　

｢

　

も

の

　

の

　

け

　

｣

　

と

　

は

､

　

威

　

力

　

を

　

持

　

つ

　

霊

　

に

　

よ

　

っ

　

て

　

起

　

こ

　

る

　

病

　

気

　

の

こ

　

と

　

で

　

あ

　

り

､

後

　

に

　

は

､

病

　

気

　

を

　

起

　

こ

　

す

　

霊
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も
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け

　

｣

　

が

　

｢

　

病

　

気

　

｣

　

の

　

こ

　

と
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あ

　

る

　

な
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当

時

　

の

　

医

　

学

　

関

　

連

　

書

　

に

　

も

　

そ

　

の

　

症

　

状

　

や

　

病
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の

　

原
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ど
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詳

し

　

い

　

資

　

料

　

が

　

得

　

ら

　

れ

　

る

　

だ

　

ろ

　

う

｡

　

服

　

部

　

敏

　

良
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は
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記

　

録

　

を

基

　

に

､

　

古

　

代

　

の

　

医

　

学

　

に
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わ

　

る

　

研

　

究
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奈

　

良
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か
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代
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で
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で
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平

(
6
)

安

　

時

　

代
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学

　

の

　

研

　

究
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の

　

け

　

｣

し

い
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｡

　

や

　

は
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､

　

平

　

安

　

時

　

代
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｢

　

も

　

の

　

の

　

け

　

｣
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い

　

う
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会
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に

　

大
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題

　

と
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て
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た

一

つ
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病

　

気

　

と

　

し

　

て

人

　

々

　

に

　

身
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な

　

も

　

の

　

で

　

あ

　

っ
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こ

　

と

　

が

　

考

　

え

　

ら

　

れ
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｡
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最
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史
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る
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し

　

た

　

｢

　

も

　

の

　

の

　

け
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梼
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'
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｣

　

と

あ

　

り

韓

　

国

編
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ヽ
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れ
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｢
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倶
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者
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鬼那時
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レ

U
止

謂

　

之

　

邪

　

業

｡

　

甚

　

則

　

能

　

言

　

平

乃

　

売

　

血

　

虚

　

極

､

神

　

光

　

不

　

足

鬼

　

崇

　

也

｡

　

｢

　

入

　

門

　

｣

　

○

　

邪

　

業

　

之

明

､

　

有

　

時

　

雪

｡

　

｢

　

回
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邪



那

の

症

状

つ

い

て

≡

る

之

　

為

　

病

､

　

或

　

歌

　

或

　

巽

､

　

或

　

吟

　

或

　

笑

､

　

或

　

眠

　

坐

　

溝

　

渠

'

　

暁

　

食

糞

　

積

'

或

　

裸

　

鱈

　

露

　

形

､

或

　

葦

　

夜

　

遊

　

走

､

或

　

噴

　

罵

　

無

　

度

｡

｢

　

千

金

　

｣

　

○

　

人

　

為

　

鬼

　

物

　

所

　

魅

'

　

則

　

好

　

悲

　

而

　

心

　

自

　

動

､

　

戒

　

心

　

乱

　

如

酔

､

　

狂

　

言

　

驚

　

怖

､

　

向

　

壁

　

悲

　

暗

､

　

夢

　

無

　

害

　

贋

･

或

　

興

　

鬼

　

神

　

交

通

｡

　

病

　

苦

　

乍

　

寒

　

乍

　

熱

､

　

心

　

腹

　

満

､

　

短

　

気

　

不

　

能

　

飲

　

食

｡

･

｢

　

病

源

　

｣

　

〇

　

人

　

之

　

精

　

神

　

不

　

全

'

　

心

　

志

　

多

　

恐

､

　

遂

　

為

　

邪

　

鬼

　

所

　

撃

　

或

附

　

毒

｡

沈

　

沈

　

黙

　

黙

､

妄

　

言

　

語

　

語

'

誹

　

語

　

罵

　

言

｡

許

　

霜

　

人

　

事

､

不

　

避

　

識

　

嫌

｡

　

口

　

中

　

好

　

言

　

未

　

然

　

禍

　

福

　

へ

　

及

　

至

　

其

　

時

､

毒

　

髪

　

無
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差

｡

　

人

　

有

　

起

　

心

'

　

己

　

知

　

其

　

故

｡

　

登

　

高

　

渉

　

険

､

　

知

　

履

　

平

　

地

｡

･

或

　

悲

　

泣

　

坤

　

吟

､

不

　

欲

　

見

　

入

｡

如

　

酔

　

如

　

狂

､

其

･

　

寓

　

端

｡

｢

　

網

目

　

｣

　

○

　

人

　

見

　

五

　

色

　

非

　

常

　

之

　

鬼

､

　

皆

　

自

　

己

　

精

　

神

　

不

　

守

､

　

神

　

光

不

　

完

　

故

　

買

｡

買

　

非

　

外

　

邪

　

所

　

侮

､

乃

　

元

　

気

　

極

　

虚

　

之

　

候

　

也

｡

｢

　

正

博

　

｣

　

○

　

夢

　

寮

　

不

　

祥

､

　

多

　

生

　

恐

　

怖

､

　

為

　

業

　

或

　

讃

　

美

｡

　

｢

　

得

　

効

　

｣
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ん　気

だ　楼

可　の

能　よ

性　う

も　な

考　不

え

ら

忠

三坐
Ei我

れ　な

る　現

○　象

日　や

本　異

最　常

初　事

の　象

漠　を

和　｢

辞　鬼

巨∃　哩
∈≡】

人

　

死

日

　

蒐

物
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の

｣

で

○

亡
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と

　

い

　

う

｡

幽

と

ラ

く

　

な

　

る

　

こ

　

と

　

を

　

｢

　

鬼

　

籍

　

に

　

入

　

る

　

｣

　

と

　

い

　

う

　

が

､

　

死

　

者

　

を

　

｢

　

鬼

　

｣

と

　

呼

　

ぶ

　

の

　

と

　

関

　

係

　

が

　

あ

　

ろ

　

う

　

o

こ

　

れ

　

ま

　

で

　

述

　

べ

　

て

　

来

　

た

　

よ

　

う

　

に

､

　

｢

　

も

　

の

　

の

　

け

　

｣

　

と

　

い

　

う

語

　

に

　

は

'

　

｢

　

も

　

の

　

｣

　

と

　

｢

　

鬼

　

｣

　

､

　

｢

　

霊

　

｣

　

の

　

語

　

が

　

深

　

く

　

関

　

わ

っ

　

て

　

い

　

る

　

こ

　

と

　

が

　

考

　

え

　

ら

　

れ

　

る

｡

　

な

　

ぜ

　

な

　

ら

､

　

｢

　

も

　

の

　

の

　

け

　

｣

の

　

意

　

味

　

す

　

る

　

こ

　

と

　

が

　

簡

　

単

　

に

　

ひ

　

と

　

言

　

で

　

言

　

え

　

な

　

い

　

か

　

ら

　

で

　

あ

ろ

　

う

｡

　

し

　

か

　

し

､

　

｢

　

も

　

の

　

の

　

け

　

｣

　

の

　

広

　

義

　

と

　

し

　

て

　

は

､

　

｢

　

も

の

　

｣

　

､

　

｢

　

鬼

　

｣

　

､

　

｢

　

霊

　

｣

　

と

　

い

　

う

　

意

　

味

　

が

　

含

　

ま

　

れ

　

て

　

い

　

る

　

こ

と

　

は

　

疑

　

え

　

な

　

い

　

だ

　

ろ

　

う

｡

≡

　

　

　

も

　

の

　

の

　

け

　

の

　

表

　

記

　

を

　

め

　

ぐ

　

っ

　

て

日

　

本

　

語

　

が

　

い

　

つ

　

か

　

ら

　

漢

　

字

　

と

　

い

　

う

　

文

　

字

　

に

　

よ

　

っ

　

て

　

記

　

さ

　

れ

る

　

よ

　

う

　

に

　

な

　

っ

　

た

　

の

　

か

　

は

　

定

　

か

　

で

　

は

　

な

　

い

｡

　

し

　

か

　

し

､

　

中

　

国
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の

　

『

　

魂

　

志

　

倭

は

　

鬼

　

道

　

で

　

衆

漢

　

字

　

に

　

表

　

記

』わ
ヽ

t
L

に

　

｢

　

卑

　

潤

し

　

て

　

い

　

る

る

｡

ま

　

た

'

ひ

み

こ

事

　

鬼

　

道

　

能

　

惑

　

衆

　

｣

　

(

　

卑

　

弥

　

呼

と

､

｢

　

ひ

　

み

　

こ

　

｣

　

の

　

名

　

前

　

を

日

　

本

　

側

　

の

　

資

　

料

　

と

　

し

　

て

　

は

､

埼

　

玉

　

稲

　

荷

　

山

古

演

出

土

　

の

　

鉄

　

剣

ウ

カ

に

'

古

　

代

　

の

　

王

　

の

　

名

　

前

　

｢

　

獲

　

加

タ

　

　

　

ケ

　

　

　

ル

多

　

支

　

歯

　

大

　

王

は

　

古

　

く

　

か

　

ら

(
2
0
)

る

　

こ

　

と

　

か

関

　

係

　

が

　

あ

ら

､

　

漢

　

字

　

と

　

日

　

本

　

語

　

の

　

歴

　

史

っ

　

た

　

と

　

推

　

測

　

で

　

き

　

る

｡

　

藤

　

尾

知

　

子

だ

　

便

さ

　

へ

お

　

き

み

　

合

語

　

の

(
2
1
)

氏

　

は

'

利

　

な

　

漢

自

　

分

　

達

か

　

え

　

る

わ

　

せ

　

て

語

　

源

　

を

｢

　

古
宇の必

ヽ

~

Ⅶ
t
血調

代
と身要つべ

人

　ヽー旧
一
Vのにたる

は

　

神

　

々

　

と

う

　

文

　

字

　

を

ま

　

わ

　

り

せ

　

ま

　

ら

の

　

で

　

あ

こ

　

十

6

　

葉

.

1

　

　

　

　

　

　

1

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ノ

にれる辛

と

　

も

　

に

　

中

　

国

　

か

　

ら

　

入

　

っ

　

て

　

き

使

　

っ

　

て

　

文

　

章

　

を

　

作

　

成

　

す

　

る

　

と

あ

　

る

　

も

　

の

　

す

　

べ

　

て

　

を

　

文

　

字

　

に

漢

　

字

　

の

　

意

　

味

　

と

　

日

　

本

　

語

　

を

　

組

｣

　

と

　

言

　

う

｡

　

従

　

っ

　

て

､

　

日

　

本

や

　

中

　

国

　

の

　

古

　

い

　

文

　

献

　

が

　

欠

　

か
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せ

　

な

　

い

｡

　

日

　

本

　

に

　

漢

　

字

　

が

　

い

　

つ

　

伝

　

来

　

し

　

た

　

の

　

も

　

確

　

か

　

で

　

は

　

な

い

　

が

､

　

日

　

本

　

に

　

は

　

固

　

有

　

の

　

文

　

字

　

が

　

な

　

く

､

　

漢

　

字

　

が

　

伝

　

来

　

し

　

て

か

　

ら

　

和

　

語

　

の

　

表

　

記

　

が

　

始

　

ま

　

っ

　

た

　

と

　

考

　

え

　

ら

　

れ

　

る

｡

　

文

　

字

　

の

　

伝

来

　

に

　

よ

　

っ

　

て

､

　

和

　

語

　

を

　

漢

　

字

　

に

　

当

　

て

　

た

　

文

　

字

　

や

､

　

逆

　

に

　

漢

　

字

を

　

和

　

語

　

に

　

当

　

て

　

た

　

文

　

字

　

は

　

少

　

な

　

く

　

な

　

い

　

だ

　

ろ

　

う

｡

　

そ

　

の

　

中

　

で

､

漢

　

字

　

の

　

意

　

味

　

と

　

は

　

関

　

係

　

な

　

く

､

　

発

　

音

　

の

　

み

　

を

　

用

　

い

　

た

　

万

　

葉

　

仮

名

　

は

　

奈

　

良

　

時

　

代

　

に

　

国

　

語

　

と

　

し

　

て

　

定

　

着

　

し

　

た

　

の

　

で

　

あ

　

ろ

　

う

｡

　

こ

の

　

よ

　

う

　

な

　

日

　

本

　

語

　

の

　

歴

　

史

　

に

　

よ

　

っ

　

て

　

様

　

々

　

な

　

日

　

本

　

語

　

の

　

語

　

源

説

　

を

　

め

　

ぐ

　

る

　

論

　

争

　

が

　

少

　

な

　

く

　

な

　

い

｡

本

　

章

　

で

　

は

　

｢

　

も

　

の

　

の

　

け

　

｣

　

の

　

表

　

記

　

を

　

め

　

ぐ

　

っ

　

て

､

一

般

　

的

に

　

言

　

う

　

｢

　

物

　

の

　

怪

　

｣

　

と

､

　

よ

　

く

　

論

　

争

　

に

　

な

　

る

　

｢

　

物

　

の

　

気

　

｣

　

に

つ

　

い

　

て

､

　

ど

　

ち

　

ら

　

が

　

正

　

し

　

い

　

の

　

か

　

で

　

は

　

な

　

く

､

　

何

　

故

､

　

そ

　

の

よ

　

う

　

な

　

論

　

争

　

や

　

表

　

記

　

の

　

混

　

同

　

が

　

生

　

じ

　

た

　

の

　

か

､

　

そ

　

の

　

表

　

記

　

に

よ

　

っ

　

て

　

言

　

葉

　

の

　

意

　

味

　

す

　

る

　

も

　

の

　

は

　

何

　

か

　

を

　

探

　

っ

　

て

　

み

　

た

　

い

｡

そ

　

の

　

た

　

め

　

に

　

は

､

　

日

　

本

　

語

　

の

　

歴

　

史

　

に

　

大

　

き

　

な

　

影

　

響

　

を

　

与

　

え

　

た

漢

　

字

､

　

つ

　

ま

　

り

　

中

　

国

　

の

　

古

　

い

　

文

　

献

　

か

　

ら

　

｢

　

物

　

怪

　

｣

　

と

　

｢

　

物

　

気

　

｣
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の

つ

の
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a
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性
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の

　

用

　

例

　

を

　

調

　

べ

　

る

　

必

　

要

　

が

　

あ

　

る

　

o

　

ま

　

た

､

　

日

　

本

　

の

　

古

　

い

　

文

　

献

で

　

は

　

ど

　

の

　

よ

　

う

　

に

　

使

　

わ

　

れ

　

て

　

い

　

る

　

の

　

か

　

を

　

比

　

較

　

し

　

な

　

が

　

ら

'

当

　

時

　

の

　

人

　

々

　

の

　

も

　

の

　

の

　

け

　

観

　

を

　

垣

　

間

　

見

　

た

　

い

　

と

　

思

　

う

｡

　

ま

　

ず

中

　

国

　

で

　

出

　

版

　

さ

　

れ

　

た

ら

の

　

意

　

味

　

を

　

探

　

っ

　

て

　

見

　

る

｡

【
　
物
　
怪
　
】
･

【

　

物

　

気

　

】

･

●

怪

辛

物

怪

物

●

●

指

四
円
ニ
〓
口

物

鍋

気

こ

　

れ

　

に

　

よ

　

る

　

と

'

｢

　

物

　

怪

　

｣

　

は

　

｢

　

怪

　

異

　

な

　

事

　

物

､

　

妖

　

怪

　

｣

　

で

　

あ

り

､

｢

　

物

　

気

　

｣

　

は

　

｢

　

い

　

わ

　

ゆ

　

る

　

物

　

質

　

的

　

な

　

妖

　

気

　

1

　

何

　

か

　

悪

　

い

　

こ

と

　

が

　

起

　

き

　

そ

　

う

　

な

　

怪

　

し

　

い

　

気

　

配

､

　

も

　

し

　

く

　

は

　

怪

　

し

　

い

　

エ

　

ネ

　

ル

ギ

　

ー

　

-

　

を

　

指

　

す

　

｣

　

と

　

区

　

別

　

し

　

て

　

定

　

義

　

し

　

て

　

い

　

る

｡

　

そ

　

れ

　

に

　

対

し

　

て

､

　

日

　

本

　

の

　

場

　

合

　

は

､

　

ど

　

の

　

よ

　

う

　

に

　

解

　

釈

　

し

　

て

　

い

　

る

　

の

　

か

､
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『
　
日
　
本
　
国
　
語
　
大
　
辞
　
典
　
』

杏

げ

も

　

の

　

の

　

け

　

【

　

物

　

怪

･

物

　

気

　

】

　

人

　

に

　

と

　

り

　

つ

　

い

　

て

　

悩

　

ま

し

､

　

病

　

気

　

に

　

し

　

た

　

り

　

死

　

に

　

い

　

た

　

ら

　

せ

　

た

　

り

す

　

る

　

と

　

さ

　

れ

　

る

　

死

　

霊

･

生

　

霊

･

妖

　

怪

　

の

　

類

｡

ま

　

た

'

そ

　

れ

　

ら

　

が

　

と

　

り

　

つ

　

い

　

て

　

崇

　

る

　

こ

　

と

｡

邪

　

気

｡

も

　

っ

　

け

　

【

　

物

　

怪

･

勿

　

怪

　

】

　

①

　

思

　

い

　

が

　

け

　

な

　

い

　

こ

　

と

｡

意

　

外

　

な

　

こ

　

と

｡

　

不

　

思

　

議

　

な

　

こ

　

と

｡

　

あ

　

や

　

し

　

い

こ

　

と

　

o

　

②

　

け

　

し

　

か

　

ら

　

ぬ

　

こ

　

と

｡

不

　

吉

　

な

　

こ

　

と

.

③

　

｢

　

も

　

の

　

の

　

け

　

｣

　

に

　

同

　

じ

｡

日

　

本

　

の

　

国

　

語

　

辞

　

典

　

で

　

は

､

｢

　

物

　

怪

　

｣

　

と

　

｢

　

物

　

気

　

｣

　

を

　

区

　

別

　

し

　

な

い

　

で

　

同

　

じ

　

意

　

味

　

と

　

し

　

て

　

記

　

さ

　

れ

　

て

　

い

　

る

｡

　

さ

　

ら

　

に

､

｢

　

物

　

怪

　

｣

の

　

読

　

み

　

を

　

明

　

ら

　

か

　

に

　

し

　

な

　

い

　

場

　

合

　

は

､

｢

　

も

　

っ

　

け

　

｣

　

と

　

も

　

読

　

め
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磯

祥

不

法

天

書

五
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射

哩

()

狸

冒

請

侯

之

不

る

　

が

､

　

今

　

日

　

は

　

普

　

通

､

｢

　

も

　

の

　

の

　

け

　

｣

　

と

　

読

　

む

｡

　

し

　

か

　

し

　

な

　

が

ら

､

｢

　

も

　

っ

　

け

　

｣

　

の

　

意

　

味

　

は

'

　

中

　

国

　

語

　

｢

　

物

　

怪

　

｣

　

の

　

意

　

味

　

と

　

似

て

　

い

　

る

｡

　

同

　

じ

　

漢

　

字

　

に

　

二

　

つ

　

以

　

上

　

の

　

読

　

み

　

が

　

あ

　

り

'

　

ど

　

う

　

読

む

　

か

　

に

　

よ

　

っ

　

て

　

意

　

味

　

も

　

少

　

し

　

変

　

わ

　

っ

　

て

　

く

　

る

｡

　

日

　

本

　

語

　

の

　

特

徴

　

と

　

し

　

て

､

　

漢

　

字

　

と

　

い

　

う

　

文

　

字

　

そ

　

の

　

も

　

の

　

だ

　

け

　

が

　

意

　

味

　

を

　

表

す

　

の

　

で

　

は

　

な

　

く

､

　

そ

　

の

　

漢

　

字

　

を

　

ど

　

う

　

読

　

む

　

か

　

と

　

い

　

う

　

こ

　

と

　

も

言

　

葉

　

の

　

意

　

味

　

を

　

表

　

す

　

う

　

え

　

で

　

大

　

切

　

に

　

な

　

っ

　

て

　

く

　

る

　

と

　

い

　

う

　

こ

と

　

が

　

わ

　

か

　

る

｡

こ

　

こ

　

で

､

　

中

　

国

　

と

　

日

　

本

　

の

　

古

　

代

　

の

　

文

　

献

　

か

　

ら

　

そ

　

れ

　

ぞ

　

れ

　

の

用

　

例

　

を
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､
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'
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が
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､
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鐘
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鐘
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於

　

十

　

二

　

子

　

薦
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滋
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に

　

つ

　

い

　

て

　

は

　

記

　

録

　

に

　

残

　

っ

　

て

　

い

な

　

い

　

が

､

　

そ

　

の

　

間

　

の

　

朝

　

廷

　

で

　

は

､

　

長

　

屋

　

王

　

の

　

変

　

や

　

藤

　

原

　

広

　

嗣

の

　

乱

　

の

　

よ

　

う

　

な

　

様

　

々

　

な

　

事

　

件

　

や

　

陰

　

謀

　

が

　

途

　

絶

　

え

　

な

　

か

　

っ

　

た

｡

そ

　

の

　

混

　

乱

　

の

　

中

､

　

京

　

に

　

戻

　

っ

　

た

　

井

　

上

　

内

　

親

　

王

　

は

　

三

　

十

　

代

　

後

　

半

に

　

な

　

っ

　

て

　

白

　

壁

　

王

　

(

　

後

　

の

　

光

　

仁

　

天

　

皇

　

)

　

と

　

結

　

婚

　

L

 

t

　

酒

　

人

　

内

親

　

王

　

(

　

後

　

の

　

桓

　

武

　

天

　

皇

　

の

　

后

　

)

　

と

　

他

　

戸

　

親

　

王

　

(

　

皇

　

太

　

子

　

)

　

を

産

　

む

｡

　

し

　

か

　

し

､

　

そ

　

れ

　

も

　

束

　

の

　

間

､

　

藤

　

原

　

百

　

川

　

の

　

陰

　

謀

　

に

　

よ

っ

　

て

　

宝

　

亀

　

三

　

年

　

(

　

七

　

七

　

二

　

)

　

井

　

上

　

皇

　

后

　

は

　

廃

　

后

　

と

　

な

　

り

､

　

息

子

　

の

　

他

　

戸

　

親

　

王

　

は

　

廃

　

太

　

子

　

と

　

な

　

る

｡

こ

　

の

　

事

　

件

　

に

　

つ

　

い

　

て

　

『

　

続

日

　

本

　

紀

　

』

　

は

　

次

　

の

　

よ

　

う

　

に

　

記

　

し

　

て

　

い

　

る

｡
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三

　

月

　

二

　

日

　

　

　

皇

　

后

　

の

　

井

　

上

　

内

　

親

　

王

　

は

　

呪

　

記

　

の

　

罪

　

(

　

光

仁

　

天

　

皇

　

の

　

姉

･

難

　

波

　

内

　

親

　

王

　

を

　

呪

　

い

　

殺

　

し

　

だ

　

と

　

さ

　

れ

　

た

　

)

に

　

連

　

座

　

し

　

て

､

　

皇

　

后

　

の

　

地

　

異

　

を

　

廃

　

さ

　

れ

　

た

｡

五

　

月

　

二

　

十

　

七

　

日

　

　

　

天

　

皇

　

は

､

　

皇

　

太

　

子

　

の

　

他

　

戸

　

王

　

を

　

廃

し

　

て

　

庶

　

人

　

と

　

し

　

た

｡

(

　

中

　

略

　

)

今

'

　

皇

　

太

　

子

　

と

　

定

　

め

　

て

　

あ

　

っ

　

た

　

池

　

戸

　

王

　

の

　

母

　

で

　

あ

　

る

　

母

井

　

上

　

内

　

親

　

王

　

が

　

呪

　

誼

　

に

　

よ

　

っ

　

て

　

大

　

逆

　

を

　

は

　

か

　

っ

　

て

　

い

　

る

こ

　

と

　

は

一

度

　

や

　

二

　

度

　

の

　

こ

　

と

　

で

　

は

　

な

　

く

､

　

度

　

々

　

発

　

覚

　

し

て

　

い

　

る

｡

　

そ

　

も

　

そ

　

も

　

高

　

御

　

座

　

の

　

天

　

の

　

日

　

嗣

　

の

　

座

　

(

　

天

　

皇

の

　

位

　

)

　

と

　

い

　

う

　

も

　

の

　

は

､

　

自

　

分

一

人

　

の

　

私

　

的

　

な

　

位

　

で

　

は

な

　

い

　

と

　

思

　

っ

　

て

　

い

　

る

　

o

　

そ

　

れ

　

故

､

　

皇

　

嗣

　

と

　

定

　

め

　

も

　

う

　

け

ら

　

れ

　

た

　

皇

　

太

　

子

　

の

　

位

　

に

　

謀

　

反

･

大

　

逆

　

の

　

人

　

の

　

子

　

を

　

決

　

め

て

　

お

　

い

　

た

　

な

　

ら

､

　

公

　

卿

　

た

　

ち

　

百

　

官

　

の

　

人

　

た

　

ち

'

　

天

　

下

　

の

人

　

民

　

た

　

ち

　

が

　

ど

　

う

　

思

　

う

　

で

　

あ

　

ろ

　

う

　

か

｡

　

朕

　

は

　

恥

　

ず

　

か

　

し

く

　

お

　

そ

　

れ

　

多

　

い

｡

　

そ

　

れ

　

だ

　

け

　

で

　

な

　

く

'

　

後

　

世

　

が

　

平

　

安

　

で

末

　

永

　

く

　

欠

　

け

　

る

　

こ

　

と

　

が

　

な

　

い

　

よ

　

う

　

な

　

政

　

治

　

で

　

な

　

け

　

れ

　

ば
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妖

が

現

わ

れ

揮■

な

　

ら

　

ぬ

　

と

　

神

　

と

　

し

　

て

　

思

　

う

　

の

　

で

､

　

他

　

戸

　

王

　

を

　

皇

　

太

　

子

　

の

位

　

を

　

停

　

め

　

退

　

け

　

る

､

　

と

　

仰

　

せ

　

に

　

な

　

る

　

天

　

皇

　

の

　

お

　

言

　

葉

　

を

､

み

　

な

　

承

　

れ

　

と

　

申

　

し

　

つ

　

げ

　

る

｡

井

　

上

　

内

　

親

　

王

　

が

　

廃

　

后

　

に

　

な

　

っ

　

て

　

二

　

か

　

月

　

後

､

　

他

　

戸

　

親

　

王

　

も

　

廃

太

　

子

　

と

　

な

　

る

　

が

､

『

　

水

　

鏡

　

』

　

で

　

は

　

他

　

戸

　

親

　

王

　

も

　

母

　

と

　

同

　

じ

　

く

　

あ

し

　

き

　

心

　

が

　

あ

　

っ

　

た

　

と

　

記

　

し

　

て

　

い

　

る

｡

　

廃

　

后

､

　

廃

　

太

　

子

　

と

　

な

　

っ

て

　

三

　

年

　

後

､

　

宝

　

亀

　

｣

ハ

　

年

　

(

　

七

　

七

　

五

　

)

　

四

　

月

　

二

　

十

　

七

　

日

､

　

二

　

人

は

　

同

　

じ

　

日

　

に

　

幽

　

閉

　

先

　

で

　

亡

　

く

　

な

　

る

｡

　

井

　

上

　

内

　

親

　

王

　

五

　

十

　

九

　

歳

'

他

　

戸

　

親

　

王

　

十

　

五

　

歳

　

で

　

あ

　

っ

　

た

｡

　

親

　

子

　

が

　

同

　

じ

　

目

　

に

　

死

　

ん

　

だ

　

と

い

　

う

　

不

　

自

　

然

　

な

　

死

　

に

　

は

　

暗

　

殺

　

説

　

も

　

あ

　

る

｡

『

　

続

　

日

　

本

　

紀

　

』

　

(

　

講

談

　

社

　

学

　

術

　

版

　

)

　

に

　

よ

　

る

　

と

､

　

井

　

上

　

内

　

親

　

王

　

が

　

亡

　

く

　

な

　

っ

　

た

　

翌

年

　

か

　

ら

　

八

　

年

　

間

　

に

　

わ

　

た

　

っ

　

て

　

様

　

々

　

な

　

災

　

異

　

が

　

起

　

こ

　

っ

　

た

　

と

　

す

る

｡

　

ま

　

た

'

　

二

　

十

　

日

　

間

　

以

　

上

､

　

夜

　

ご

　

と

　

京

　

中

　

に

　

瓦

　

･

　

石

･

塊

(
1
6
)

が

　

降

　

っ

　

て

　

来

　

た

　

り

､

宮

中

に

怪

と
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な

　

ど

､

　

怪

　

異

　

現

　

象

　

が

　

記

　

録

　

さ

　

れ

　

て

　

い

　

る

｡

　

こ

　

れ

　

は

　

藤

　

原

　

百

　

川

の

　

陰

　

謀

　

に

　

よ

　

っ

　

て

　

廃

　

后

･

廃

　

太

　

子

　

に

　

な

　

っ

　

た

　

二

　

人

　

の

　

怨

　

霊

　

の

仕

　

業

　

で

　

は

　

な

　

い

　

か

　

と

　

考

　

え

　

ら

　

れ

　

た

｡

　

こ

　

れ

　

に

　

よ

　

っ

　

て

　

光

　

仁

　

天

皇

　

は

､

　

宝

　

亀

　

八

　

年

　

(

　

七

　

七

　

七

　

)

　

遺

　

骨

　

を

　

改

　

葬

　

さ

　

せ

､

　

墓

　

を

　

御

墓

　

と

　

追

　

称

　

す

　

る

｡

　

さ

　

ら

　

に

'

　

延

　

暦

　

十

　

九

　

年

　

(

　

八

　

〇

　

〇

　

)

　

崇

　

道

天

　

皇

　

(

　

早

　

良

　

親

　

王

　

)

　

の

　

名

　

誉

　

回

　

復

　

と

　

と

　

も

　

に

　

井

　

上

　

内

　

親

　

王

　

も

皇

　

后

　

と

　

追

　

号

　

し

､

　

御

　

墓

　

を

　

山

　

陵

　

と

　

追

　

称

　

し

　

た

｡

(
1
8
)

以

　

上

　

の

　

よ

　

う

　

に

､

井

　

上

　

内

　

親

　

王

　

の

　

物

　

語

　

は

　

『

　

水

　

鏡

　

』

　

や

　

『

　

平

家

　

物

　

語

　

』

　

に

　

も

　

そ

　

の

　

名

　

が

　

伝

　

え

　

ら

　

れ

　

て

　

い

　

る

　

よ

　

う

　

に

､

　

平

　

安

王

　

朝

　

の

　

宮

　

廷

　

に

　

も

　

当

　

然

､

　

伝

　

え

　

ら

　

れ

　

て

　

い

　

た

　

と

　

考

　

え

　

ら

　

れ

　

る

｡

平

　

安

　

中

　

期

　

の

　

作

　

品

　

『

　

源

　

氏

　

物

　

語

　

』

　

に

　

登

　

場

　

す

　

る

　

六

　

条

　

御

　

息

　

所

(
1
9
)

の

　

原

　

型

　

と

　

し

　

て

　

井

　

上

　

内

　

親

　

王

　

が

　

挙

　

げ

　

ら

　

れ

　

る

　

の

　

は

､

皇

　

太

　

子

の

　

后

　

で

　

あ

　

り

､

　

斎

　

宮

　

の

　

母

　

で

　

あ

　

り

､

　

死

　

後

､

　

怨

　

霊

　

と

　

し

　

て

　

票

り

　

を

　

な

　

す

　

と

　

い

　

う

　

点

　

が

　

ま

　

さ

　

に

　

｣

ハ

　

条

　

御

　

息

　

所

　

そ

　

の

　

ま

　

ま

　

で

　

あ
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る

　

か

　

ら

　

だ

｡

　

歴

　

史

　

に

　

詳

　

し

　

か

　

っ

　

た

　

紫

　

式

　

部

　

は

　

『

　

源

　

氏

　

物

　

語

　

』

を

　

創

　

作

　

す

　

る

　

に

　

あ

　

た

　

り

､

　

光

　

源

　

氏

　

の

　

人

　

生

　

を

　

揺

　

る

　

が

　

す

　

存

　

在

と

　

し

　

て

　

の

　

六

　

条

　

御

　

息

　

所

　

の

　

人

　

物

　

造

　

型

　

で

､

　

井

　

上

　

内

　

親

　

王

　

の

　

こ

と

　

か

　

ら

　

大

　

き

　

な

　

影

　

響

　

を

　

受

　

け

　

た

　

の

　

で

　

あ

　

ろ

　

う

｡

　

む

　

う

　

ん

　

井

　

上

内

　

親

　

王

　

と

　

の

　

完

　

全

　

な

　

r

　

致

　

は

　

な

　

い

｡

　

し

　

か

　

し

､

　

モ

　

デ

　

ル

　

の

　

f

人

　

と

　

考

　

え

　

る

　

と

､

　

物

　

語

　

の

　

読

　

み

　

が

　

よ

　

り

　

豊

　

か

　

に

　

な

　

る

　

と

　

思

　

わ

れ

　

る

｡

　

井

　

上

　

内

　

親

　

王

　

の

　

周

　

囲

　

で

　

起

　

き

　

た

　

陰

　

謀

　

や

　

皇

　

太

　

子

　

の

　

廃

立

　

は

　

｣

ハ

　

条

　

御

　

息

　

所

　

の

　

夫

　

｢

　

前

　

坊

　

｣

　

の

　

身

　

に

　

起

　

き

　

て

　

い

　

た

　

か

　

も

し

　

れ

　

な

　

い

　

過

　

去

　

を

　

想

　

像

　

さ

　

せ

　

る

｡

　

つ

　

ま

　

り

､

『

　

源

　

氏

　

物

　

語

　

』

　

の

桐

　

壷

　

巻

　

以

　

前

　

に

　

政

　

変

　

を

　

想

　

定

　

す

　

る

　

の

　

で

　

あ

　

る

｡

　

六

　

条

　

御

　

息

　

所

の

　

父

　

大

　

臣

　

と

　

前

　

坊

､

　

そ

　

れ

　

ら

　

と

　

対

　

立

　

し

　

た

　

葉

　

上

　

の

　

父

　

左

　

大

　

臣

と

　

い

　

う

　

構

　

図

　

で

　

あ

　

る

｡

　

従

　

っ

　

て

､

　

敗

　

れ

　

た

　

側

　

の

　

六

　

条

　

御

　

息

　

所

が

　

生

　

霊

　

と

　

な

　

っ

　

て

　

左

　

大

　

臣

　

家

　

の

　

葉

　

上

　

を

　

殺

　

し

　

た

　

と

　

い

　

う

､

　

政

治

　

的

　

怨

　

念

　

説

　

も

　

考

　

え

　

ら

　

れ

　

る

｡
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なち本す

五怨け中で目

蛋れ国倭本

読のばのわの

肥霊ての杏

倭はの義守

和育魂義感

男荏のがさ

と

　

め

思

　

想

成

　

り

漢

　

字

れ

　

た

古

　

い

(
2
0
)

氏

　

は

す

　

る

崇

　

り

ネ

　

ガ

せ

　

る

那立でと言

成

　

立

　

す

た

　

な

　

い

あ

　

り

､

は

　

考

　

え

葉

　

は

　

｢

る

　

た

　

め

　

に

｡

　

こ

紀

　

元

難

　

い

タ

　

マ

の

　

霊

前

　

と

｡

　

従

｣

　

｢

　

タ

はと
ヽ

　

~

ー
l
t
刑
u

ヽヽ

■

~

Ⅶ
一
皿う

っ

　

て

マ

　

シ
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②

一

条

　

御

　

息
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物

　

の
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柏

　

木
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巻
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登
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す

　

る

一

条

　

御

　

息

　

所
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､

　

朱

　

雀

　

帝

　

の

　

更

衣

　

と

　

し

　

て

'

　

女

　

二

　

宮

　

(

　

落

　

葉

　

の

　

宮

　

)

　

を

　

産

　

む

｡

一

条

　

御

　

息

　

所

　

に

と

　

っ

　

て

　

娘

　

の

　

落

　

葉

　

の

　

宮

　

は

､

高

　

貴

　

な

　

皇

　

女

　

と

　

し

　

て

　

生

　

き

　

て

　

欲

　

し

か

　

っ

　

だ

　

が

､

　

そ

　

う

　

に

　

は

　

な

　

ら

　

ず

､

　

柏

　

木

　

の

　

所

　

に

　

降

　

嫁

　

を

　

す

　

る

｡

柏

　

木

　

は

　

光

　

源

　

氏

　

の

　

ラ

　

イ

　

バ

　

ル

　

で

　

あ

　

る

　

頭

　

中

　

将

　

の

　

息

　

子

　

で

'

女

　

三

宮

　

へ

　

の

　

求

　

婚

　

が

　

実

　

ら

　

ず

､

落

　

葉

　

の

　

宮

　

と

　

結

　

婚

　

す

　

る

｡

し

　

か

　

し

　

落

葉

　

の

　

宮

　

は

'

　

更

　

衣

　

腹

　

ゆ

　

え

　

に

　

｢

　

落

　

葉

　

を

　

拾

　

っ

　

た

　

も

　

同

　

然

　

｣

　

と

　

夫

の

　

柏

　

木

　

に

　

軽

　

視

　

さ

　

れ

　

て

　

い

　

た

｡

不

　

幸

　

は

　

そ

　

こ

　

で

　

終

　

わ

　

ら

　

ず

､

天

の

　

柏

　

木

　

は

　

早

　

く

　

も

　

亡

　

く

　

な

　

っ

　

て

　

し

　

ま

　

い

､

落

　

葉

　

の

　

宮

　

は

　

未

　

亡

　

人

と

　

な

　

る

｡

一
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御

　

息

　

所

　

は

　

最

　

初

　

か

　

ら

　

柏

　

木

　

と
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に
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え

　

た

ま

　

ひ

　

て

､

心

　

ざ

　

し

　

深

　

か

　

り

　

し

　

に
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け

　

た

　

ま

　

ひ

　

て

､

院

　

に

　

も

､

い

　

か

　

が

　

は

　

せ

　

む

　

と

　

思

　

し

　

ゆ

　

る

　

し

　

け

　

る

　

を

'

　

云

　

々

(

　

柏

　

木

　

巷

･

　

三

　

二

　

頁

　

)

娘

　

の

　

皇

　

女

　

降

　

嫁

　

に

　

苦

　

し

　

ん

　

で

　

い

　

た

一

条

　

御

　

息

　

所

　

だ

　

っ

　

た

　

が

､

今

度

　

は

　

柏

　

木

　

死

　

後

､

柏

　

木

　

と

　

友

　

人

　

で

　

あ

　

っ

　

た

　

夕

　

霧

　

が
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弔

　

問

　

を

き
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か

　

け

　

に

　

T
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繁

　

に

　

訪

　

れ
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に
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帝

か
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っ

　

だ

　

更

　

衣

　

と

　

い

　

う

　

身

　

分

　

か

　

ら

'

自
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の

　

娘

だ

　

け

　

は

　

世

　

間

　

に

　

う

　

し
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指

　

を

　

指

　

さ

　

れ

　

る

､

人

　

の

　

も

　

の
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い

　

と

　

な

る

　

こ

　

と

　

を

　

気

　

に

　

し

　

て

　

い

　

た

｡

し

　

か

　

し

､

そ

　

の

　

思

　

い

　

通
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な

ら

　

ず

'

　

嘆

　

き

　

悲

　

し
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で

　

い

　

る

　

と
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の
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く

｡

衣
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読



201

知御と

ら忠
ヽ

~

Ⅶ
一
皿

せ

　

て

'

　

人

　

の

　

御

　

け

所

､

　

物

　

の

　

怪

　

に

　

い

ふ

　

わ

　

た

　

り

　

に

　

山

　

里

は

　

ひ

　

を

　

見

　

む

　

と

　

思

た

　

う

　

わ

　

っ

　

ら

　

ひ

　

た

持

　

た

　

ま

　

へ

　

る

　

に

　

渡

(
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り

　

た
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｡

･

　

三

　

九
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条
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す
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を
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条
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て

　

新
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解
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に
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療

の

　

た

　

め

　

に
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野
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荘
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た
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と

　

こ

　

ろ

　

が
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手
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霧
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す
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た
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胆
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一
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息
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病
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し

､

律

　

師

　

の

　

修

　

法
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効

　

果

　

な

　

く

､

絶

　

命
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て

　

し

　

ま
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｡

皇

　

女

　

を

　

産

　

ん

　

で
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更

　

衣

　

で

　

終

　

わ

　

っ

　

た

一

条

　

御

　

息

　

所
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て
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落
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の
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と
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守
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が
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T
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生

　

き
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で

　

あ

　

っ

　

た

　

か

　

も

　

知

　

れ

　

な

　

い

｡

こ

　

こ
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あ

　

る
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な

　

い
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と

　

も

　

考

　

え
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る

｡
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れ
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て
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今
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課
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と
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た

　

い

｡
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朱

　

雀

　

帝

　

の
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病

故
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が
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て

　

朱
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帝

　

に
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宮

(

　

後

　

に

､
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帝

　

)

　

と

　

光

　

源

　

氏

　

を

　

重

　

ん

　

じ

　

る

　

こ

　

と

　

で

　

あ

　

る

｡

　

光

源

　

氏

　

を

　

親

　

王

　

で

　

は

　

な

　

く

'

　

臣

　

下

　

と

　

し

　

て

　

｢

　

朝

　

廷

　

の

　

御

　

後

　

見

　

役

　

｣

を
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せ

　

よ

　

う

　

と

　

す

　

る

　

理

　

由

　

を

　

言

　

い

　

な

　

が

　

ら

､

光

　

源

　

氏

　

の

　

こ

　

と

　

を

頼

　

む

｡

　

と

　

こ

　

ろ

　

が

'

　

須

　

磨

　

巻

　

に

　

行

　

く

　

と
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光

　

源
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帝

　

の
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源
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の
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流
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､
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の
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雀

　

帝

　

の

　

夢
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父

　

桐
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の

　

亡

　

霊

　

が

　

現

　

れ

る

｡

三
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日

､

　

雷

　

鳴
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め
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帝
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前
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御
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て

､

御

　

気
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も
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｣

ハ

　

条

　

御

息

　

所

　

に
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嫉
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光
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く
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上
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夕

　

顔

　

怪

　

死

　

事

　

件

　

は
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写

　

が

　

あ

　

り

'
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雰

　

囲

　

気

　

が

　

綴

　

ら

　

れ

て

　

い

　

る

｡

　

例

　

え

　

ば

､

　

夕

　

顔

　

は

　

自

　

分

　

の

　

死

　

を

　

予

　

告

　

し

　

て

　

い

　

た

　

の

か
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り

(

一

｣

ハ

　

三

　

頁

　

)

物

杏

ど

し

と

夕

　

顔

　

の

　

恐

　

怖

　

心

　

は

　

光

　

源

　

氏

　

の

　

傍

　

ら

　

か

　

ら

　

離

　

れ

　

ら

　

れ

　

な

　

い

　

ほ

　

ど

異

　

常

　

で

　

あ

　

っ

　

た

｡

　

何

　

故

､

　

夕

　

顔

　

は

　

こ

　

れ

　

ほ

　

ど

　

怖

　

が

　

っ

　

て

　

い

　

た

の

　

で

　

あ

　

ろ

　

う

｡

　

夕

　

顔

　

の

　

心

　

理

　

描

　

写

　

は

､

　

こ

　

の

　

後

　

に

　

起

　

こ

　

る

　

事

件

　

に

　

対

　

し

　

て

　

の

　

暗

　

示

　

と

　

し

　

て

　

考

　

え

　

ら

　

れ

　

る

｡

　

そ

　

し

　

て

'
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宵

　

過

　

ぐ

　

る

　

ほ

　

ど

､

　

す

　

こ

　

し

　

寝

　

入

　

り

　

た

　

ま

　

へ

　

る

　

に

'

　

御

枕

　

上

　

に

'

　

い

　

と

　

を

　

か

　

し

　

げ

　

な

　

る

　

女

　

ゐ

　

て

'

｢

　

お

　

の

　

が

　

い

　

と

め

　

で

　

た

　

し

　

と

　

見

　

た

　

て

　

ま

　

つ

　

る

　

を

　

ば

､

　

尋

　

ね

　

思

　

ほ

　

さ

　

で

､

か

　

く

　

こ

　

と

　

な

　

る

　

こ

　

と

　

な

　

き

　

人

　

を

　

率

　

て

　

お

　

は

　

し

　

て

､

　

時

　

め

か

　

し

　

た

　

ま

　

ふ

　

こ

　

そ

､

　

い

　

と

　

め

　

ざ

　

ま

　

し

　

く

　

つ

　

ら

　

け

　

れ

　

｣

　

と

て

､

　

こ

　

の

　

御

　

か

　

た

　

は

　

ら

　

の

　

人

　

を

　

か

　

き

　

起

　

こ

　

さ

　

む

　

と

　

す

　

と

見

　

た

　

ま

　

ふ

｡

(

一

六

　

四

　

頁

　

)

寝

　

入

　

っ

　

た

　

頃

､

　

光

　

源

　

氏

　

の

　

夢

　

枕

　

に

　

現

　

れ

　

た

　

謎

　

の

　

女

　

は

　

恨

　

み

　

言

を

　

言

　

い

､

　

隣

　

に

　

い

　

る

　

夕

　

顔

　

を

　

引

　

き

　

起

　

こ

　

そ

　

う

　

と

　

す

　

る

｡

　

こ

　

の

美

　

し

　

い

　

女

　

の

　

発

　

言

　

の

　

解

　

釈

　

に

　

つ

　

い

　

て

　

は

､

　

二

　

つ

　

の

　

見

　

解

　

に

　

分

(
7
)

か

　

れ

　

て

　

い

　

る

｡

AB

私

　

が

　

(

　

源

　

氏

　

の

　

君

　

を

　

)

　

た

　

い

　

そ

　

う

　

ご

　

立

　

派

　

だ

　

と

　

お

　

見

上

　

げ

　

申

　

し

　

て

　

い

　

る

　

(

　

そ

　

の

　

私

　

を

　

)

　

云

　

々

お

　

の

　

(

　

物

　

の

　

怪

　

)

　

が

　

い

　

と

　

め

　

で

　

た

　

し

　

と

　

見

　

奉

　

る

　

(

　

六
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条

　

御

　

息

　

所

　

)

　

を

　

ば

､

　

云

　

々

A

　

の

　

解

　

釈

　

を

　

取

　

る

　

と

､

　

こ

　

の

　

｢

　

い

　

と

　

を

　

か

　

し

　

げ

　

な

　

る

　

女

　

｣

　

の

正

　

体

　

は

　

六

　

条

　

御

　

息

　

所

　

の

　

よ

　

う

　

に

　

思

　

わ

　

れ

　

る

｡

　

し

　

か

　

し

､

　

B

　

の

解

　

釈

　

を

　

取

　

る

　

の

　

で

　

あ

　

れ

　

ば

､

　

そ

　

の

　

正

　

体

　

が

　

不

　

明

　

に

　

な

　

っ

　

て

　

し

ま

　

う

｡

本

　

章

　

で

　

は

､

　

こ

　

の

　

美

　

し

　

い

　

女

　

(

　

い

　

と

　

を

　

か

　

し

　

げ

　

な

　

る

　

女

　

)

の

　

正

　

体

　

に

　

つ

　

い

　

て

　

考

　

え

　

て

　

み

　

た

　

い

　

と

　

思

　

う

0

二

　

　

　

古

　

注

　

釈

　

に

　

よ

　

る

　

研

　

究

平

　

安

　

末

　

期

　

か

　

ら

　

鎌

　

倉

　

時

　

代

　

を

　

経

　

て

　

室

　

町

　

の

　

前

　

期

　

ま

　

で

　

の

　

古

注

　

釈

　

で

　

は

'

　

夕

　

顔

　

の

　

怪

　

死

　

事

　

件

　

に

　

関

　

す

　

る

　

も

　

の

　

は

　

見

　

当

　

た

　

ら

な

　

い

｡

　

注

　

釈

　

史

　

の

　

早

　

い

　

段

　

階

　

で

　

は

　

｢

　

い

　

と

　

を

　

か

　

し

　

げ

　

な

　

る

　

女

　

｣

に

　

つ

　

い

　

て

　

あ

　

ま

　

り

　

問

　

題

　

に

　

し

　

て

　

い

　

な

　

か

　

っ

　

た

　

よ

　

う

　

で

　

あ

　

る

｡

室

　

町

　

時

　

代

　

の

　

後

　

半

　

に

　

な

　

っ

　

て

､

　

初

　

め

　

て

　

夕

　

顔

　

怪

　

死

　

事

　

件

　

を

　

言

(
8
)

及

　

し

　

た

　

の

　

が

､

一

条

　

兼

　

良

　

の

　

｢

　

花

　

鳥

　

余

　

情

　

｣

　

で

　

あ

　

る

｡

｢

　

あ

　

ま



い

所
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り

　

心

　

ふ

　

か

　

く

　

み

　

る

　

人

　

も

　

く

　

る

　

し

　

き

　

御

　

も

　

て

　

な

　

し

　

｣

を

､

と

う

こ

　

れ

　

は

　

六

　

条

　

御

　

息

　

所

　

の

　

事

　

也

　

源

　

氏

　

の

　

君

　

の

　

思

　

く

　

ら

　

へ

給

　

へ

　

る

　

に

　

よ

　

り

　

て

　

邪

　

気

　

に

　

な

　

れ

　

る

　

に

　

や

と

'

解

　

釈

　

し

　

て

　

い

　

る

｡

光

　

源

　

氏

　

が

　

上

　

の

　

品

　

で

　

あ

　

る

　

六

　

条

　

御

　

患

(
9
)

所

　

と

　

下

　

の

　

品

　

で

　

あ

　

る

　

夕

　

顔

　

を

　

思

　

い

　

比

　

べ

　

た

　

結

　

果

､

　

六

　

条

　

御

　

息

所

　

が

　

邪

　

気

､

　

つ

　

ま

　

り

　

物

　

の

　

怪

　

に

　

な

　

る

　

と

　

い

　

う

　

解

　

釈

　

で

　

あ

　

る

｡

し

　

か

　

し

'

　

こ

　

こ

　

で

　

は

　

文

　

末

　

表

　

現

　

と

　

し

　

て

　

｢

　

也

　

｣

　

と

　

い

　

う

　

断

　

定

を

　

避

　

け

　

て

　

｢

　

に

　

や

　

｣

　

と

　

い

　

う

　

推

　

測

　

の

　

形

　

式

　

を

　

取

　

っ

　

て

　

い

　

る

｡

(
1
0
)

次

　

の

　

藤

　

原

　

正

　

存

　

の

　

｢

　

f

　

葉

　

抄

　

｣

　

で

　

は

､

源

　

氏

　

の

　

君

　

思

　

ひ

　

く

　

ら

　

べ

　

給

　

へ

　

る

　

を

　

便

　

に

　

て

　

霊

　

も

　

通

　

せ



や

西

実

罪

で

一242-

し

に

莱

隆

花

源

　

氏

　

の

　

思

　

出

　

し

　

給

　

ふ

　

を

　

便

　

に

　

て

　

霊

　

も

　

通

　

し

　

也

と

､

(
1
2
)

る

｡

　

ま

　

た

'

｢

　

嶋

　

江

　

入

　

楚

　

｣

　

で

　

も

　

源

　

氏

　

の

　

枕

　

上

　

の

　

女

　

は

　

｢

　

六

　

条

御

　

息

　

所

　

の

　

念

　

な

　

る

　

べ

　

し

　

｣

　

と

､

　

そ

　

の

　

正

　

体

　

を

　

は

　

っ

　

き

　

り

　

明

　

か

し

　

て

　

い

　

る

｡

こ

　

こ

　

ま

　

で

　

は

､

　

中

　

世

　

(

　

鎌

　

倉

　

時

　

代

　

-

　

室

　

町

　

時

　

代

　

)

　

の

　

注

　

釈

史

　

に

　

お

　

け

　

る

　

夕

　

顔

　

怪

　

死

　

事

　

件

　

に

　

関

　

わ

　

る

　

｢

　

い

　

と

　

を

　

か

　

し

　

げ

　

な

る

　

女

　

｣

　

の

　

正

　

体

　

を

　

探

　

っ

　

て

　

見

　

た

｡

　

平

　

安

　

時

　

代

　

か

　

ら

　

約

　

五

　

百

　

年

も

　

過

　

ぎ

　

た

　

解

　

釈

　

で

　

あ

　

る

　

が

､

　

｣

ハ

　

条

　

御

　

息

　

所

　

の

　

怨

　

霊

　

(

　

生

　

霊

　

)



の

し_

･243-

説

　

が

　

定

　

着

　

し

　

て

　

い

　

く

｡

　

し

　

か

　

し

'

　

こ

　

の

　

解

　

釈

　

は

　

江

　

戸

　

時

　

代

　

に

入

　

っ

　

て

　

批

　

判

　

を

　

受

　

け

　

る

　

こ

　

と

　

に

　

な

　

る

｡

(
1
3
)

江

　

戸

　

初

　

期

　

の

　

陽

　

明

　

学

　

者

　

で

　

あ

　

る

　

熊

　

沢

　

蕃

　

山

　

の

　

｢

　

源

　

氏

　

外

　

伝

　

｣

で

　

は

､

｢

　

御

　

枕

　

上

　

に

　

い

　

と

　

を

　

か

　

し

　

げ

　

な

　

る

　

女

　

ゐ

　

て

　

｣

を

　

次

　

の

　

よ

　

う

　

に

　

述

　

べ

　

て

　

い

　

る

｡

ど

ち

御

　

ま

　

く

　

ら

　

は

　

枕

　

か

　

み

　

也

｡

　

女

　

は

､

　

御

　

息

　

所

　

の

　

念

　

成

　

べ

し

｡

　

生

　

霊

　

死

　

霊

　

と

　

云

　

物

　

へ

　

億

　

兆

　

の

　

中

　

に

一

人

　

有

　

か

　

な

　

き

か

　

也

｡

　

昔

　

の

　

人

　

は

'

　

魂

　

神

　

強

　

く

､

　

暁

　

精

　

あ

　

つ

　

く

､

　

寓

　

事

の

　

勉

　

め

　

通

　

り

　

て

､

　

根

　

深

　

か

　

り

　

し

　

也

｡

　

此

　

故

　

に

､

　

思

　

ひ

　

入

深

　

さ

　

物

　

霊

　

と

　

成

　

た

　

る

　

た

　

め

　

し

'

　

唐

　

日

　

本

　

共

　

に

　

あ

　

り

　

し

　

也

｡

近

　

世

　

は

､

　

人

　

の

　

魂

　

暁

　

薄

　

く

　

成

　

り

､

　

寓

　

事

　

の

　

務

　

も

　

深

　

か

　

ら

ず

'

　

思

　

ひ

　

も

　

あ

　

つ

　

か

　

ら

　

ざ

　

る

　

故

　

に

､

　

霊

　

に

　

な

　

る

　

も

　

の

　

希

也

｡

　

毒

　

よ

　

り

　

云

　

な

　

ら

　

は

　

し

　

に

　

よ

　

り

　

て

､

　

さ

　

も

　

有

　

か

　

と

　

お

そ

　

る

　

ゝ

　

者

　

あ

　

れ

　

ば

'

　

其

　

心

　

の

　

虚

　

に

　

乗

　

じ

　

て

､

　

狐

　

狸

　

な

　

ど
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■l■

源

氏

で

殺

や

　

う

　

の

　

物

　

な

　

ど

'

　

霊

　

の

　

ま

　

ね

　

を

　

し

　

て

　

人

　

を

　

試

　

か

　

す

　

と

　

見

え

　

た

　

り

｡

　

実

　

の

　

霊

　

は

　

な

　

き

　

事

　

也

｡

　

希

　

に

　

死

　

霊

　

に

　

な

　

り

　

た

る

　

も

､

　

数

　

あ

　

り

　

て

､

　

後

　

は

　

消

　

失

　

す

　

る

　

物

　

也

｡

　

又

　

子

　

孫

　

を

立

　

祭

　

ら

　

し

　

め

､

　

或

　

は

　

ほ

　

こ

　

ら

　

な

　

ど

　

立

　

て

'

　

神

　

の

　

よ

　

り

　

所

を

　

な

　

せ

　

ば

､

　

其

　

霊

　

や

　

む

　

物

　

也

｡

　

夕

　

顔

　

は

　

恐

　

る

　

ゝ

　

心

　

深

　

さ

故

　

に

､

　

我

　

と

　

な

　

く

　

な

　

り

　

給

　

ふ

　

成

　

べ

　

し

｡

　

御

　

息

　

所

　

の

　

霊

　

に

て

　

は

　

有

　

べ

　

か

　

ら

　

ず

､

　

狐

　

は

　

罪

　

な

　

く

　

て

　

も

　

弱

　

き

　

者

　

に

　

よ

　

る

､

常

　

の

　

事

　

也

｡

最

　

初

　

は

､

｢

　

｣

ハ

　

条

　

御

　

息

　

所

　

の

　

念

　

｣

　

と

　

い

　

う

　

こ

　

と

　

で

　

中

　

世

　

の

　

見

　

解

と

　

同

　

じ

　

考

　

え

　

で

　

あ

　

る

　

が

'

　

文

　

章

　

の

　

最

　

後

　

ま

　

で

　

読

　

ん

　

で

　

み

　

る

　

と

､

結

　

局

､

｢

　

御

　

息

　

所

　

の

　

霊

　

に

　

て

　

は

　

有

　

べ

　

か

　

ら

　

ず

　

｣

　

と

　

死

　

霊

･

生

　

霊

の

　

存

　

在

　

自

　

体

　

を

　

否

　

定

　

し

　

て

　

い

　

る

｡

　

ま

　

た

　

熊

　

沢

　

蕃

　

山

　

は

　

こ

　

れ

　

を

狐

　

や

　

狸

　

な

　

ど

　

が

　

霊

　

を

　

真

　

似

　

た

　

も

　

の

　

と

　

し

　

て

　

捉
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